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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月19日(2015.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　回転軸のうちで軸方向に互いに離隔した２箇所位置に、それぞれが断面円弧形である互
いの軸方向片側面同士を対向させた状態で、前記回転軸と同期した回転を自在として支持
された１対の外側ディスクと、
　前記回転軸の中間部周囲に、断面円弧形である軸方向両側面をこれら両外側ディスクの
軸方向片側面に対向させた状態で、前記回転軸に対する相対回転を自在に支持された、一
体の、若しくは１対の素子を結合して成る内側ディスクと、
　この内側ディスクの軸方向中央部に設けられて、この内側ディスクと同期して回転する
第一の伝達歯車と、
　この第一の伝達歯車と噛合した第二の伝達歯車を含み、前記内側ディスクと前記回転軸
と平行に配置された他の回転軸との間でトルクを伝達する歯車伝達装置と、
　軸方向に関して前記内側ディスクの軸方向両側面と前記両外側ディスクの軸方向片側面
との間位置である１対のキャビティ毎に１対ずつ、それぞれこれら各ディスクの径方向に
関して互いに反対側に、前記回転軸に対し捩れの位置にある傾転軸を中心とする揺動変位
を自在に設けられた複数のトラニオンと、
　これら各トラニオンの内側面に回転自在に支持され、球状凸面としたそれぞれの周面を
、前記内側ディスクの軸方向両側面と前記両外側ディスクの軸方向片側面とに当接させた
複数のパワーローラと、
　前記回転軸と前記両外側ディスクのうちの一方の外側ディスクとの間に設けられ、この
一方の外側ディスクを、これら両外側ディスクのうちの他方の外側ディスクに向け押圧す
る押圧装置とを備えた
　トロイダル型無段変速機に於いて、
　前記第一、第二の伝達歯車の噛合に基づいて発生し、前記内側ディスクに加わる歯車反
力の作用方向に関して、この歯車反力が作用する側に存在する前記各パワーローラの周面
と前記各ディスクの側面との転がり接触部である各トラクション部のトラクション係数と
、前記歯車反力が作用する側と反対側に存在する前記各パワーローラの周面と前記各ディ
スクの側面とのトラクション部のトラクション係数とに、前記各ディスク同士の間でトル
クを伝達しないか若しくは伝達するトルクが低い状態で差を設け、このトルクが大きくな
り、前記歯車反力に基づいて前記内側ディスクが径方向に変位した状態で、前記各トラク
ション部同士の間のトラクション係数の差を小さくする事を特徴とするトロイダル型無段
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変速機。
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